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学生懸賞論文の審査を終えて
阪南大学学会運営委員長
松岡　俊三（流通学部教授）
まず始めに、今年度、標記行事に参加した学生の皆さん、その指導に当たられたゼミの先生方、審査に関わっていただいた先生方及び阪南大学学会事務局の方々、この事業に関わった関係の方々に深謝いたします。
阪南大学学会は、正会員（専任教員）、学生会員、準会員、名誉会員から構成されている。当学会は学生会員に対しても自主研究や調査活動等への助成と、その成果を公表する場を提供している。学生懸賞論文等の募集は、これを企図したものである。応募作品は、阪南大学の専任教員（正会員）で審査委員会を組織し、受賞区分は部門により異なるが、たとえば特選、入選、佳作････といった名称で受賞作品の審査を行っている。受賞対象となった作品には表彰状と副賞が授与され、学生の研究、調査活動等に対するインセンティブを高め、さらに活動成果の水準向上が期待されているのである。
かつては論文部門のみの募集、表彰制度から、そこにIT・ソフトウェア部門が加わり2部門の表彰制度になった。さらにプレゼンテーション部門が付け加えられて現在、3部門の表彰制度へ移り変わった。部門が広がってきた要因の一つには、インフォメーション･テクノロジーが進展し、我々の経済生活、社会生活の隅々まで情報化の波が押し寄せてきたことも影響しているだろう。部門が増え、応募作品数が増えてきたことは、それだけ学生やその指導のゼミの先生方の関心が増え、学生懸賞論文の存在及び認識が、学生、ゼミの先生方の間に浸透してきたとも言える。
今年度の応募件数は、論文その他部門33件(参加人員88人)、　IT・ソフトウェア部門では6件(9人)、プレゼンテーション部門12件(50人)である。今年度特に目立った点は、国際コミュニケーション学科と国際観光学科の応募件数が20件(65人)で、学部学科間の応募比率でかなり高かった。既述の人数は延べ人数で大まかな数である。’08年度にはプレゼンテーション部門はなかったが、応募作品の件数は論文その他部門では’08年度の13件に比べれば10年度は33件であり、IT・ソフトウェア部門では3件から6件となっている。
本年度の応募延べ人数から大まかに拾えば、参加人数のおよその割合は、学年別に4回生38%、3回生 58%、そして2回生が4%になる。審査結果は論文その他部門では応募件数33件のうち、表彰対象は17件（特選1、入選2、佳作4、奨励賞10）、IT･ソフトウェア部門では応募件数6件のうち表彰対象は4件(入選 1、佳作1、奨励賞2)、プレゼンテーション部門では応募件数12件のうち表彰対象は4件（グランプリ 1、準グランプリ1、奨励賞2）となった。プレゼンテーション部門では、表彰対象4件のうち3件を国際観光学科が占めていた。審査結果におけるグランプリ、準グランプリの間の評価の差は紙一重と僅差であった。審査段階では同列ではないかという意見もあったが、審査の評価点数を尊重することに回帰し、如上の審査結果になった。
さらに懸賞論文に対する認識が学生の間に広がり、今後もこれに挑戦する学生が増えることを期待する次第である。作品審査には当該分野専攻の、或いはそれに近い専攻分野の先生方に携わって頂いた。私たち学会運営委員はこれらのコンクールを通じ、学生の学習、研究活動が尚一層活性化し、その水準が向上することを願っている。学生がさらに多く参加すれば、コンクールで多くの学生が競り合い、インセンティブを高め、活性化が進むことになる。
　ここで、今年度の審査結果で、特選に選ばれた作品の内容について述べておく。論文その他部門で、今年度、2003年以来7年ぶりに特選が出た。この特選に選ばれた作品は、流通学部4年の大星勇樹君の「音楽カースト～砂漠の町に生きる音楽士達～」である。これは旅行記であるが、単に風光明媚な観光地を巡った旅行記ではなく、インドのラジャスタン州ジャイサルメールにおける音楽カーストの生活、生き方に焦点を当てたものである。筆者の大星勇樹君の旅行は中国の上海から始まり、西安、蘭州へと旅立ったものの、これらの都市は観光化されてしまっていて魅了される点はなく、このことに筆者は裏切られたと記している。自然の風景のみを楽しみに旅行するのではなく、インドのラジャスタン州ジャイサルメールに着いて音楽カーストに出会い、それに興味を抱き、そのカースト制のメリット、デメリットを考察し、生活実態を調べることになったという。そして、インドには様々なカーストが存在することを筆者は知ったという。ジャイサルメールの町は今日では衰退しているが、12世紀の頃、東西交易の要衝として栄えた都市国家である。音楽カーストは4～5人で、楽譜無しで、感覚で覚えたものをアレンジして奏でる人達である。音楽カーストは生まれながらに先祖代々の音楽士の活動を引き継ぎ、それを宿命として生きている人達である。音楽カーストの生活様相に対し、彼ら自身の悲壮感はあまり感じられず、筆者は彼らの生活の経済構造にまで立ち入って綴っている。カーストは種々有り、たとえば、鉄鋼カーストは来る日も来る日も鉄を打ち続けているという。彼らの父親もまた鉄を打ち続けてきた。音楽カーストの多い地域柄、鉄鋼カーストは口琴という鉄の楽器を造って暮らしているのである。この地域で貧しい生活から抜け出せないのは根強く残るカースト制度のある所以であり、そこで音楽カーストと鉄鋼カーストは経済的に根底では生活を支え合っている構造になっていると結論づけている。ジャイサルメールの3週間の生活で、この観光地の光と陰の部分を、そして賑やかな面と根強いインド文明に翻弄され不満を持ちながらその日を生きる低カーストの人々の姿と心を観察している。しかし、職業に誇りを持ち、今を生きている一面も見えるらしい。日本における農業や漁業の人口は激減しつつあるが、職業選択の自由は、経済的苦境にある親の職業を継ぐという状況を少なくしてきているなかで、音楽カーストは生まれながらにして職業は決まっており、その職業が決して裕福な生活でないのに職業を継いでいくことに筆者はその残酷さを覚え、胸を打たれている。人権尊重は職業の自由へと導き、人々の可能性を広めるが、音楽カーストの場合、親から職業を受け継いでそこに音楽サラブレッドを生み出していることを認め、差別と特権は車の両輪ではないかと筆者が悩んでいることが読み取れる。この作品を読んで、たかが音楽カースト、されど音楽カースト････文章表現に内容の深みが感じられた。なお、この作品は、文章表現の深みに加えて、撮影した写真の一枚一枚が印象に残る出来映えとなっている。音楽カーストの生き生きとした表情や、その暮らしぶりが手に取るようにわかり、満場一致の高評価を得たことを付記しておく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011.2.28.　　　記述　松岡俊三
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